
市
道
内
牧
中
央
線
の
遊
休
施
設
の
適
正
管
理
指
導
に
つ
い
て内牧中央線沿いの現状

菅　　敏　德

詰
め
の
大
蘇
ダ
ム
事
業
に
つ
い
て

  

古
澤 　

大
野
川
利
水
事
業
の
中
の
、
大

蘇
ダ
ム
漏
水
問
題
は
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

  

本
山
農
政
課
長 　

浸
透
抑
制
対
策
と
し

て
、
平
成
22
年
度
か
ら
３
年
間
、
試
験
的

に
３
万
㎥
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
回
大
分
県

側
の
負
担
に
よ
り
、
総
事
業
費
１
２
６
億

円
で
貯
水
池
全
体
に
対
し
て
追
加
工
事
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

  

古
澤 　

事
業
計
画
変
更
と
同
意
未
受

益
地
の
抹
消
と
振
興
策
は
。

  

農
政
課
長 　

現
時
点
で
は
、
２
回
の
計

画
変
更
を
経
て
、
５
９
３
億
５
千
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
総
事
業
費
の

10
％
を
超
え
る
１
２
６
億
円
の
追
加
工
事

を
実
施
す
る
た
め
、
第
３
回
の
計
画
変
更

の
手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
計
画
変

更
で
は
、
水
を
使
っ
た
施
設
園
芸
な
ど
今

後
の
波
野
地
域
の
農
業
振
興
策
を
検
討
し

な
が
ら
、
受
益
地
の
設
定
を
考
え
ま
す
。

　

豪
雪
災
害
後
に
つ
い
て

  

古
澤 　

豪
雪
後
の
ハ
ウ
ス
等
の
撤
去
と

構
築
の
現
状
は
。

  

農
政
課
長 　

撤
去
に
つ
い
て
は
１
０
１

件
、
再
建
が
１
０
７
件
、
合
計
で
２
０
８
件

１
１
２
名
の
方
が
申
請
さ
れ
て
お
り
、
進
捗

状
況
と
し
て
は
再
建
の
方
で
完
了
さ
れ
た

方
が
１
０
７
人
中
83
人
、
撤
去
に
つ
い
て
は

１
０
１
人
中
93
人
が
既
に
終
わ
っ
て
い
ま

す
。
残
り
の
分
に
つ
い
て
は
、
事
業
的
に
は

来
年
の
３
月
ま
で
に
は
終
わ
ら
せ
ま
す
。

再
建
に
つ
い
て
は
原
形
復
旧
が
基
本
で
す

が
、
規
格
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
ま
で
は
補
助

対
象
と
な
る
中
で
国
と
県
の
審
査
を
受
け

て
頂
き
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
対

象
外
で
あ
り
、
差
額
を
個
人
負
担
す
れ
ば

妥
当
と
い
っ
た
判
断
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

  

古
澤 　

事
前
着
工
さ
れ
た
人
に
つ
い
て

だ
が
、
補
助
金
が
早
く
出
な
い
か
、
出
な

け
れ
ば
市
が
立
替
出
来
な
い
か
。

  

農
政
課
長 　

最
終
支
払
い
は
、
概
算
払

い
で
12
月
に
全
額
支
払
い
、
３
月
に
清
算
、

９
割
補
助
と
い
う
こ
と
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
、「
火
山
ガ
ス
の
告
知
と
、
農
業

被
害
と
補
助

対
策
に
つ
い

て
」
の
質
問

が
あ
り
ま
し

た
。

  

菅 　
一
昨
年
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨

災
害
で
、
被
災
さ
れ
た
建
物
や
閉
鎖
さ
れ

た
保
養
所
跡
地
の
管
理
が
、
徹
底
さ
れ
て

お
ら
ず
、
周
辺
の
環
境
を
阻
害
し
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
土
地
建
物
の

所
有
者
に
改
善
指
導
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

  

髙
木
総
務
課
長 　

平
成
20
年
９
月
に

生
活
安
全
条
例
を
設
け
、
そ
の
条
例
に
基

づ
き
、
区
長
さ
ん
方
に
情
報
収
集
を
願
い
、

対
応
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
条
例
は
、

拘
束
力
が
な
く
あ
く
ま
で
も
努
力
義
務
で

あ
り
、
所
有
者
に
対
し
文
書
に
よ
る
改
善

の
お
願
い
と
な
り
ま
す
。

  

菅 　

各
都
道
府
県
市
町
村
に
お
い
て

は
、
町
並
み
景
観
や
集
落
環
境
を
保
全
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
、
独
自
の
空
き
家
・

空
き
地
の
管
理
に
関
す
る
指
導
の
た
め
の

条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
。

  

総
務
課
長 　

防
災
面
の
み
な
ら
ず
、
衛

生
面
や
景
観
の
面
か
ら
み
て
、
地
域
住
民

の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
物

件
か
ら
、
地
域
住
民
の
方
々
の
生
命
財
産

を
保
護
し
、
環
境
保
全
と
有
効
活
用
を

図
る
た
め
の
法
案
が
、
秋
の
臨
時
国
会
の

中
で
審
議
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
法
案
を
根

拠
法
と
し
て
条
例
を
制
定
、
対
策
を
講
じ

ま
す
。
条
例
化
さ
れ
ま
す
と
、
特
定
空
き

家
の
土
地
建
物
に
対
し
、
除
去
や
修
繕
、

立
木
竹
の
伐
採
等
の
指
導
助
言
、
勧
告
、

命
令
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

  

菅 　

取
得
後
５
年
以
内
の
用
途
変
更
、

ま
た
売
買
を
禁
止
す
る
条
例
が
あ
る
旧
火

の
国
会
館
跡
地
で
す
が
、
敷
地
利
用
を
含

め
た
今
後
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

  

宮
﨑
財
政
課
長 　

取
得
の
経
緯
が
ご
ざ

い
ま
し
て
、
あ
く
ま
で
も
現
時
点
で
は
被

災
者
支
援
対
策
、
そ
れ
以
外
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
将
来
的
に
は
民
間
活
力

の
導
入
も
一つ
の
方
法
と
し
て
考
え
て
い
く

べ
き
事
項
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、「
管
理
を
依
頼
す
る
受
皿
づ
く

り
に
つ
い
て
」、「
内
牧
中
央
線
沿
い
の
植

栽
帯
の
改
善
に
つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

新設ハウス

古　澤　國　義
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世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
後
の
対
応
に
つ
い
て

  

阿
南 　

昨
年
保
留
と
な
っ
た
阿
蘇
ジ
オ

パ
ー
ク
の
再
審
査
が
、
７
月
後
半
か
ら
８

月
２
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
外
国
語
対
応
の
方
法
、

ジ
オ
サ
イ
ト
を
結
ぶ
交
通
網
の
整
備
等
の

指
摘
が
あ
っ
た
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

  

佐
藤
市
長 　

７
月
30
日
か
ら
８
月
２
日

に
か
け
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
審
査
員
２
名

（
イ
タ
リ
ア
・
中
国
）
が
訪
日
、
現
地
審

査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
現
地
審
査
で
は
、

ジ
オ
ガ
イ
ド
を
始
め
多
く
の
方
々
に
お
世

話
に
な
り
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
案
内
と
歓
迎

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
部
指
摘
事
項

が
あ
っ
た
も
の
の
今
後
の
計
画
等
を
丁
寧

に
説
明
し
、
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。
９
月
23
日
カ
ナ
ダ
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー

ン
ズ
で
開
催
さ
れ
る
第
６
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国

際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
に
お
い
て
正
式
発
表
と
な

り
ま
す
が
、
予
断
を
許
さ
ず
見
守
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

  

阿
南 　

認
定
後
は
、
国
内
外
か
ら
の
観

光
客
が
更
に
増
加
す
る
。Ｊ
Ｒ
等
で
来
ら
れ

る
お
客
様
に
対
し
て
、
阿
蘇
市
内
の
８
駅

に
つ
い
て
は
、
駅
周
辺
の
整
備
を
急
ぐ
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

  

吉
良
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長 　

阿
蘇

駅
に
お
い
て
は
、
か
な
り
整
備
が
進
ん
で
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
と
い
う
状
況
で
す

の
で
、
急
行
が
止
ま
る
駅
だ
け
で
も
優
先

し
て
整
備
し
て
頂
く
よ
う
、Ｊ
Ｒ
の
方
に
も

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
状
況
に
つ
い
て

  

阿
南 　

最
近
阿
蘇
地
域
で
増
加
し
つ
つ

あ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
を
示
し
て
ほ
し
い
。
近
隣
の

観
光
地
で
は
東
京
ド
ー
ム
の
数
十
倍
の
用

地
が
買
い
取
ら
れ
た
と
聞
く
が
。

  

阿
部
住
環
境
課
長 　

市
で
は
環
境
保
全

及
び
開
発
に
関
す
る
条
例
の
中
で
規
定
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、大
規
模
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

事
前
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
時
点

で
、
１
件
の
事
前
協
議
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
。

  

本
山
農
政
課
長 　

農
地
へ
の
設
置
と
い

う
部
分
で
は
、
農
振
法
上
除
外
と
い
う
の

は
、
現
状

で
は
難
し

い
と
思
い

ま
す
。

メガソーラー

阿　南　善　範

災
害
か
ら
２
年
農
災
復
旧
状
況
を
問
う

髙　宮　正　行

  

髙
宮 　

災
害
発
生
後
現
場
確
認
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

  

渡
邊
経
済
部
長 　

阿
蘇
市
全
体
に
広

が
る
災
害
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
Ｊ
Ａ
阿
蘇
・

土
地
改
良
区
に
お
願
い
し
被
害
概
要
調
査

を
行
い
、
農
家
か
ら
の
申
請
を
受
け
、
測

量
設
計
業
者
約
四
〇
社
に
調
査
を
依
頼
し

ま
し
た
。

  

髙
宮 　

設
計
業
者
が
調
査
し
た
中
で
調

査
漏
れ
は
無
か
っ
た
か
。

  

経
済
部
長 　

査
定
漏
れ
は
あ
り
ま
し

た
。
測
量
業
者
が
地
元
で
な
く
、
状
況
が

十
分
に
把
握
出
来
て
な
か
っ
た
こ
と
や
、

山
腹
崩
壊
で
農
地
の
場
所
が
確
認
出
来
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ
り
ま
す
。

  

髙
宮 　

市
職
員
に
よ
る
業
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
は
で
き
て
な
か
っ
た
の
か
。

  

経
済
部
長 　

担
当
職
員
は
お
り
ま
し

た
。
疑
問
が
あ
っ
た
場
合
は
県
や
農
政
局

に
判
断
を
願
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

  

髙
宮 　

査
定
漏
れ
の
件
数
金
額
は
、
ま

た
査
定
漏
れ
の
中
に
暫
定
法
に
適
用
さ
れ

る
部
分
が
有
っ
た
の
か
。

  

経
済
部
長 　

査
定
件
数
６
百
箇
所
、

約
二
七
億
九
千
万
円
、
市
単
独
事
業
３
１

０
ヶ
所
、
約
三
億
七
千
万
円
、
現
時
点
で

工
事
箇
所
二
十
二
ヶ
所
が
残
っ
て
お
り
、

大
き
な
箇
所
が
査
定
漏
れ
と
な
り
ま
す
。

  

髙
宮 　

平
成
二
年
の
一
の
宮
町
の
災
害

の
お
り
、
全
て
暫
定
法
で
対
処
で
き
た
の

が
今
回
の
災
害
で
は
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

事
が
疑
問
に
思
わ
れ
る
が
。

  
経
済
部
長 　

苗
木
は
樹
高
二
メ
ー
ト
ル

以
上
で
幹
周
り
三
〇
セ
ン
チ
以
上
は
災
害

復
旧
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
の
農
政

局
の
判
断
で
査
定
申
請
を
出
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

  

髙
宮 　

農
政
局
か
ら
の
文
書
に
よ
る

と
、
苗
木
の
定
義
は
樹
高
・
幹
回
り
何
セ

ン
チ
と
い
う
き
ま
り
は
無
い
と
返
事
が
き
て

い
る
が
。

  

経
済
部
長 　
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
政
局
か
ら
４
回
に
わ
た
っ
て
現
地
に
説

明
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

災
害
後
復
旧
事
業
の
対
象
に
な
ら
な
い
も

の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
被
災
者
の
実
情
も
分
か
り
ま
す
の
で
、

県
と
協
議
を
行
い
小
災
害
適
用
や
リ
ー
ス

事
業
で
対
処
し
、
補
助
事
業
が
あ
れ
ば
対

処
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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鍋
づ
る
線
地
域
の
避
難
道
路
の
確
保
に
つ
い
て

  

園
田 　

花
原
川
、
宮
原
川
の
県
事
業
に

よ
る
堤
防
嵩
上
げ
工
事
が
、
29
年
度
完
成

を
目
途
に
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
嵩
上
は

最
高
で
何
メ
ー
ト
ル
に
な
る
の
か
。

  

伊
藤
土
木
部
長 　

約
２
メ
ー
ト
ル
弱
と

説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

  

園
田 　

嵩
上
げ
に
伴
い
橋
梁
の
架
け
替

え
工
事
も
発
生
す
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
橋

の
架
け
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

  

土
木
部
長 　

湯
浦
小
里
線
の
「
戦
場
ヶ

橋
」、
内
牧
中
央
線
の
「
小
里
橋
」
と
そ

の
上
流
「
黒
橋
」
の
３
橋
が
架
け
替
え
の

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

  

園
田 　
一
昨
年
の
災
害
時
に
、
両
河
川

の
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
鍋
づ
る
線
側
に
冠

水
し
、
湯
浦
小
里
線
も
浸
水
し
た
。
橋
の

架
け
替
え
に
よ
る
道
路
改
修
も
さ
れ
る
と

思
う
が
、
こ
の
機
会
に
鍋
づ
る
線
の
避
難

道
路
と
し
て
、
湯
浦
小
里
線
の
嵩
上
げ
工

事
も
検
討
で
き
な
い
か
。

  

土
木
部
長 　
「
戦
場
ヶ
橋
」
の
嵩
上
げ

と
一
緒
に
何
ら
か
の
形
で
県
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
一
昨
年
の
災
害
冠
水
地
点
よ
り

上
の
線
で
、
避
難
道
路
的
な
意
味
合
い
を

持
た
せ
た
道
路
と
し
て
、
安
全
確
保
の
た

め
に
県
へ
の
精
一
杯
の
要
望
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  

園
田 　

現
在
、
阿
蘇
市
で
設
置
し
て
い

る
場
所
と
台
数
は
。

  

髙
木
総
務
課
長 　

本
庁
、
支
所
を
は
じ

め
、
小
中
学
校
に
25
台
、
社
会
教
育
・
社

会
体
育
施
設
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
所
管
施

設
、そ
の
他
カ
ル
デ
ラ
阿
蘇
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
等
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る

施
設
33
施
設
に
46
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

  

園
田 　

市
職
員
及
び
指
定
管
理
施
設

職
員
等
へ
の
指
導
は
。

  

総
務
課
長 　

市
職
員
対
象
の
講
習
会

を
実
施
、
昨
年
度
27
名
、
今
年
度
24
名

が
受
講
し
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
施
設
職

員
に
つ
い
て
も
、
指
定
管
理
者
の
募
集
要

項
の
中
に
年
２
回
程
度
の
研
修
を
明
記
、

事
業
計
画
書
に
お
い
て
も
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作

研
修
を
含
め
心
肺
蘇
生
法
等
の
応
急
救
護

措
置
講
習
が
計
画
さ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
。

  

園
田 　

学
校
施
設
で
も
、
全
国
で
年
間

50
件
程
の
事
例
が
あ
る
が
、
学
校
へ
の
指

導
は
。

  

阿
南
教
育
長 　

教
職
員
は
年
一
回
、
消

防
署
の
指
導
に
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、

救
急
救
命
の
講
習
会
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

プ
ー
ル
監
視
等
の
保
護
者
も
一
緒
に
受
講

さ
れ
て
い
ま
す
。

黒
川
河
川
改
修
期
成
会
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

五　嶋　義　行
  

五
嶋 　

今
度
の
激
特
事
業
で
河
川
改
修

が
行
わ
れ
、
輪
中
堤
、
宅
地
嵩
上
げ
で
住

家
は
浸
水
し
な
く
な
る
と
い
う
が
、
そ
の

事
業
の
前
に
災
害
危
険
区
域
の
指
定
が
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
成
29
年
度
の

工
事
が
終
わ
っ
て
も
、
治
水
安
全
度
は
道

半
ば
で
あ
る
の
で
、
黒
川
河
川
改
修
期
成

会
を
立
ち
上
げ
て
長
期
に
要
望
し
て
い
っ

た
ら
ど
う
か
。

  

井
建
設
課
長 　

今
回
の
激
特
事
業
が

終
わ
っ
て
も
、
将
来
の
目
標
に
は
道
半
ば

で
す
の
で
、
県
や
国
に
強
く
要
望
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
要
望
の
た
め

に
は
黒
川
河
川
改
修
期
成
会
を
立
ち
上
げ

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

  

五
嶋 　

是
非
、
立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
が
、

そ
の
場
合
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

  

建
設
課
長 　
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
関
係

の
方
々
の
意
見
が
た
く
さ
ん
入
る
よ
う
に
、

例
え
ば
、
地
域
住
民
代
表
、
市
議
会
、

区
長
会
、
そ
れ
か
ら
、
九
州
電
力
、
そ
し

て
農
業
団
体
、
観
光
団
体
と
い
っ
た
よ
う

な
グ
ル
ー
プ
を
入
れ
て
組
織
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

阿
蘇
市
の
経
済
力
に
つ
い
て

  

五
嶋 　

阿
蘇
市
の
経
済
力
に
つ
い
て
、

市
町
村
民
所
得
の
一
人
当
た
り
の
金
額
は

県
下
で
何
番
目
か
。

  

渡
邊
経
済
部
長 　

平
成
17
年
度
が
13

位
で
、
平
成
23
年
度
が
14
位
で
す
。

  

五
嶋 　

金
額
は
一
位
と
阿
蘇
市
は
い
く

ら
ぐ
ら
い
差
が
あ
る
か
。

  
経
済
部
長 　
一
位
の
長
洲
町
が
3
5
0

万
円
、
阿
蘇
市
が
2
0
0
万
円
な
の
で
、

1
5
0
万
円
程
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

  

五
嶋 　

有
害
鳥
獣
駆
除
の
報
奨
金
が

上
が
っ
て
、
駆
除
頭
数
が
増
え
て
、
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
の
有
効
利
用
が
で
き
な
い
か
。

  

経
済
部
長 　

佐
賀
県
の
武
雄
市
の
例
も

あ
り
ま
す
が
、
武
雄
市
と
は
捕
獲
頭
数
の

桁
が
違
う
の
で
、
阿
蘇
郡
市
の
中
で
、
加

工
場
を
取
り
組
ん
で
い
く
方
向
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

内牧河川改修の様子

園　田　浩　文
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平
成
26
年
10
月
７
日
午
前
10
時

よ
り
、
第
６
回
臨
時
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
主
な
審
議
の
経
過
と
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

財
政
課
長
か
ら
「
本
庁
敷
地
内
の

集
水
桝
の
上
に
被
せ
て
い
た
鉄
板
が
、

車
両
が
通
行
す
る
際
に
跳
ね
上
が
り
、

車
体
底
部
に
接
触
し
、
オ
イ
ル
パ
ン
及

び
カ
バ
ー
を
破
損
し
た
も
の
で
、
現
在

は
グ
レ
ー
チ
ン
グ
等
で
修
理
を
済
ま
せ

て
お
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
故
の
無

い
よ
う
注
意
い
た
し
ま
す
。」
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
各
議
員
よ
り
、
次
の

よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

公
共
施
設
、
道
路
、
市
の
管
理

す
る
施
設
等
全
体
の
維
持
管
理
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

庁
舎
、
各
支
所
、
公
共
施
設
等
、

所
管
課
が
管
理
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
指
定
管
理
が
入
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
指
定
管
理
者
が
管
理
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
件
、
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い

事
も
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま

え
ま
し
て
、
部
課
長
会
等
で
各
課
全

体
に
通
達
を
し
、
対
応
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
、
契
約
の
目
的

　
　
　
一の
宮
中
学
校
区
統
合

　
　
　
　

小
学
校
体
育
館
新
築
工
事

二
、
契
約
の
方
法

　
　
　

指
名
競
争
入
札

三
、
契
約
金
額

　
　
　

４
億
８
６
０
０
万
円
（
税
込
）

四
、
契
約
の
相
手
方

　
　
　

株
式
会
社　
三
津
野
建
設

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

西
尾
剛
人

　

総
務
部
長
よ
り
、
本
案
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
審
議
内
容
に
つ
い
て
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
　

入
札
業
者
は
何
社
で
、
落
札
率

は
ど
れ
だ
け
か
、
ま
た
、
ど
う
し
て
単

独
業
者
に
よ
る
入
札
と
し
た
の
か
。

　
　

入
札
参
加
者
は
７
社
で
、
１
社

辞
退
を
し
て
お
り
、
６
社
に
よ
る
入
札

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
落
札
率
に
つ
い

て
は
、
99
．
９
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
入
札
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
回

目
を
９
月
の
３
日
に
、
熊
本
市
内
の
業

者
と
阿
蘇
市
の
業
者
の
共
同
企
業
体

（
Ｊ
Ｖ
）
で
入
札
を
行
い
ま
し
た
が
、

全
社
予
定
価
格
を
上
回
る
入
札
で
、

不
調
に
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結

果
等
も
踏
ま
え
、
今
回
単
体
で
の
入

札
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

６
社
に
よ
る
入
札
で
、
予
定
価

格
を
オ
ー
バ
ー
し
た
の
は
何
社
か
。

　
　

５
社
に
な
り
ま
す
。

　
　

前
回
の
校
舎
の
入
札
で
も
、
予

定
価
格
を
オ
ー
バ
ー
し
て
入
札
を
し
て

い
る
業
者
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し

何
ら
か
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
点
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

当
市
で
は
予
定
価
格
を
事
前
公

表
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
予
定
価
格

を
上
回
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
と
し

て
は
残
念
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た

だ
、
現
状
の
要
綱
に
お
い
て
は
、
ペ
ナ

ル
テ
ィ
と
か
の
罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ち
な
み
に
県
下
14
市
に
お
い
て
は
、

罰
則
が
あ
る
の
は
１
市
の
み
で
す
が
、

こ
う
い
う
結
果
を
踏
ま
え
て
、
入
札
制

度
自
体
に
つ
い
て
も
今
後
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　

是
非
、
そ
う
い
っ
た
方
向
で
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
審
議
を
経
た
結
果
、
本

案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
以
上
が
、
本
臨
時
会
の
審
議
の
経

過
と
結
果
で
あ
り
ま
す
。

報
告
第
20
号

　
　
　
　

専
決
処
分
の
報
告

平
成
平
成
2626
年 

第
６
回
臨
時
会

回
臨
時
会

―
 
―
 

経
過
と
結
果
の
報
告

経
過
と
結
果
の
報
告 ―
平
成
26
年 

第
６
回
臨
時
会

―
 

経
過
と
結
果
の
報
告 ―

問答議
案
第
9
0
号　
　
　
　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問問 答

問意
見

答答
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